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ダウン症児の二項関係から三項関係へ導く指導

Teaching a Child with Down Syndrome from Binary to Ternary Relationships
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本研究では，二項関係の段階にあるダウン症児に対し，日常生活の指導の衣服着脱の場面での視線共有の発達を促す指導を通し，
どのような指導が三項関係へ導くのかを検討した．指導の結果，自発的に人や物を注視するように至った要因としては，大人のか
かわる際の意識した働きかけであり，この足場づくりの中で，大人を注視することを体得し，情動の共有をも体得していったこと
が示唆された．その結果，人への注視が，物を注視する力にもつながっていった．さらに，大人との物を介したやりとりにより，
ダウン症児の相互伝達系の発達が，要求伝達系にも影響を与え始めていることが伺えた．これらの伝達系は，相互に作用しながら，
三項関係の基盤づくりに関与していることが推測された．母親支援では，母親への教師の意図的な支援の積み重ねが，母親のより
よいかかわり方の体得へとつながり，情動の共有を図ることができるようになっていくことが示唆された．
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１．目的
コミュニケーションは，二重性があるといわれる（長

崎・小野里，1996）．一つは，「要求伝達系」であり，もう
一つは，「相互伝達系」である．「要求伝達系」とは，「自
己の目的のために，大人を動かす手段とするもの」である．
例えば，欲しいおもちゃに手を伸ばして母親を見るといっ
たものである．一方，「相互伝達系」とは，「大人とかかわ
ること自体が目的のもの」である．例えば，母親が「おも
ちゃ，ちょうだい」と言うと持っていたおもちゃを渡すと
いったものである．このようなやりとりを通して，定形発
達の子どもはコミュニケーションを獲得していく．しか
し，ダウン症候群のある子ども（以下「ダウン症児」とい
う）は，この獲得をスムーズに行うことができないことが
知られている．長崎・小野里（1996）は，ダウン症児は，
相互伝達系に比べ，要求発達系の発達が遅れることを示唆
している．

一般的に，ダウン症児は言語発達が他の発達領域と比較
して，顕著な遅れがあることが知られている（池田，
1974）．長崎・池田（1982）は，ダウン症児の，前言語期
後の言語発達の遅れは，音声表出の問題によるだけではな
く，ノンバーバルな伝達行為の障害にもよることを示唆
し，言語発達とその遅れと前言語的伝達行為との関連性を
示している．また，松島（1989）は，ダウン症児の言語発
達が，その後の認知発達から期待される段階と比較して，
低い発達段階を示すことを示唆している．これらの先行文

献から，ダウン症児の言語発達の遅れの一要因として，乳
幼児期からの要求発達系の発達の遅れが影響しているので
はないかと推測することができる．

本研究では，学童期において前言語期の言語発達の段階
にあるダウン症児の事例を通して，前言語期での有効的な
コミュニケーションの指導に視点を当て検討する．特に，
二項関係の段階にあるダウン症児に対し，視線共有の発達
を促す指導を通して，どのようにして三項関係へ導くこと
ができるかを検討する．

具体的には，各教科等を合わせた指導の「日常生活の指
導」の衣服着脱の指導場面に視点を当て，検討を行う．日
常生活の指導は，毎日継続的に繰り返される指導であるた
め，子どもは指導による教育効果を体得しやすい．また，
指導の方法はフォーマット化しやすく，子どもに具体的な
見通しをもたせて指導を行うことができることも利点の一
つである．さらに，衣服着脱は，家庭においても日々繰り
返される行為であり，具体的な母親支援へとつなげること
ができる．

本研究を通して，視線共有を促す指導により，ダウン症
児は，どのように二項関係から三項関係へと発達していく
のかを検討する．また，相互発達系と要求発達系のコミュ
ニケーションがどのように成長してくのかを検討する．さ
らに，前言語期段階の子どもは，大人，特に母親とのかか
わりが重要であるため，どのような母親支援が，この時期
のダウン症児には有効であるかを検討する．
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２．方法
（１）研究対象Ａ児

Ｂ特別支援学校小学部１年に在籍する男児．主障害名
は，ダウン症による知的障害である．療育手帳はＡ１の判
定である．生育歴は，１歳８カ月から特別支援学校入学ま
で児童デイサービスに通っていた．入学時のＡ児の実態は
以下の通りであった．
〇　運動

一人で歩くことができる．階段は手すりをつかんで一段
ごと足をそろえながら歩くことができる．四つ這いで移動
することはできない．クレヨンで点描ができる．食べやす
い食材なら上手持ちでスプーンから食べることができる．
〇　対人・情緒・伝達面

気分が良いときは，一人で笑ったり，「あい，あい」と
声を出したりすることができる．大人と手をつなぎ歩くこ
とを嫌がる．嫌なことがあると座り込む．クレーン現象や
指さしは見られない．
〇　遊び

ボールや風船が好きで，転がしたり，蹴ったりして遊ぶ
ことができる．アンパンマンの絵本のページをめくって見
ることができる．トランポリンが好きで跳び続けることが
できる．
〇　検査結果

検査は，Ｓ－Ｍ社会生活能力検査の結果が表１の通りで
ある．

表１　Ｓ－Ｍ社会生活能力検査の結果

また，遠城寺式・乳幼児分析的発達検査の結果が表２の
通りである．

（２）指導のねらい
長崎・小野里（1996）は，１歳までの要求伝達行為と相

互伝達行為の発達を以下の４段階に分類した．まず，要求
伝達行為は，Ⅰ生理的欲求，Ⅱ伝達対象物の明確化，Ⅲ伝
達相手の明確化，Ⅳ伝達行為の間接化である（表３）．

次に，相互伝達行為は，Ⅰ働きかけへの応答，Ⅱ自発的
働きかけの発生，Ⅲ相互性の獲得，Ⅳ手渡し行動である

（表４）．

入学当初の行動観察やアセスメントにより，Ａ児は，要
求伝達系，相互伝達系ともにⅡ段階に入りかけているので
はないかと推測された．一般的に，ダウン症児は，要求伝
達系よりも相互伝達系のほうが発達する傾向にあるが，A
児に関しては，相互発達系にも大きな遅れが見られた．特
に大人との視線共有に関して遅れが確認された．例えば，

生活年齢（CA） ６歳　６ヶ月
社会生活年齢（SA） １歳　１ヶ月
領域別社会生活年齢
身辺自立 １歳　２ヶ月
移動 １歳１１ヶ月
作業 ０歳１０ヶ月
意志交換 測定困難
集団参加 ０歳　６ヶ月
自己統制 測定困難

表２　遠城寺式・乳幼児分析的発達検査の結果

移動運動 １：　６～１：　９

手の運動 ０：１０～０：１１

基本的習慣 １：　０～１：　２

対人関係 ０：　４～０：　５

発語 ０：　４～０：　５

言語理解 ０：　２～０：　３

表３　１歳までの要求伝達系の発達

コミュニケーションの発達と指導プログラム―発達に遅れをもつ
乳幼児のために―（長崎・小野里，1996）ｐ５を基に筆者が再編

表４　１歳までの相互伝達系の発達

コミュニケーションの発達と指導プログラム―発達に遅れをもつ
乳幼児のために―（長崎・小野里，1996）ｐ13を基に筆者が再編
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「大人とかかわっているとき，大人への注視がほとんど見
られないこと」，「大人と視線共有する回数が少なかった
り，視線共有が見られても時間がかなり短かったりするこ
と」，さらには，「大人の視線を追う（追随注視）が見られ
ないこと」などであった．要求伝達系とともに相互伝達系
の両方に遅れを示したため，要求伝達系の発達に遅れを示
す子どもに多い，物との二項関係より人との二項関係のほ
うが成立しにくい傾向が観察された．

そのため，指導に当たっては，物との二項関係を利用し
ながら，大人との二項関係の発達を促していくこととし
た．さらには，物，大人との二項関係が成立することで，
物を介した大人との三項関係の発達へと促していくことも
ねらいの一つとした．

（３）指導方法
〇　衣服着脱の指導

具体的には，日常生活の指導の衣服着脱の場面を指導場
面と設定した．例えば，ズボンを穿くやりとりを表５のよ
うにフォーマット化した．毎日繰り返される「ズボンを穿
く」というやりとりには規則性があり，次のやりとりを子
どもは予想しやすい．そのやりとりの繰り返しを通して，
大人との視線共有を促し，「ズボン」（人－モノ）や「大人」

（人－人）との二項関係が成立させていくと考えた．さら
には，ズボンを介して大人の存在を意識する三項関係の形
成へとつなげていくこととした．
〇　自由遊び

衣服着脱の指導が，その後，どのように日常生活に般化
していくかを確認するために，自由遊びの時間などを観察
対象とした．特に，Ａ児の好きなボール遊び，風船遊びの
様子を観察対象とした．
〇　登校時の母親支援

学校での指導を家庭で般化してもらうために，毎朝，母
親と一緒に登校してくる際に，母親にＡ児とのかかわり方
を伝えていった．そして，Ａ児に対する母親のかかわりに
はどのような変化があるのかを観察した．

３．指導経過
４月から翌年の１月までを３つの期間に分け，指導の経

過をまとめた．

（１）第１期（４月～７月）
〇　衣服着脱

この時期の前半は，ズボンを提示する前に，穿かせる教
師に意識をもたせるため，「Ａ君」と名前を呼ぶが，なか
なか教師を注視するまでには至らなかった．「ズボンを穿
くよ」とズボンを提示し，足元に持っていくが，ズボンに
目を移すこともあまり見られなかった．また，自分から足
を上げて穿こうとする様子もほとんど見られなかった．そ
のため，「足を上げるよ」と言葉掛けをして，片方ずつ足
を上げることを促していった．

後半からは，「Ａ君，Ａ君」と名前を呼ぶときに，教師
を注視するように促していった．次第に教師のほうに意識
を向ける様子が見られ始めた．また，Ａ児にズボンを提示
し，「ズボンを穿くよ」と言葉掛けを行い，ズボンを注視
するように促していったが，チラッと見ることはあったも
のの，注視する段階まで導くまでには至らなかった．その
ため，教師が「足を上げるよ」の言葉と一緒に足をトント
ンとたたくことで，自発的に足を上げることを促していっ
た．次第に自分から上げることができるようになっていっ
た．
〇　自由遊び

教室に置いてあるボールを見つけると，そのボールを持
ち，両手で数回ドリブルを行う遊びを何度も続けるように
なった．しかし，ボールが手から離れ，転がっていったと
きに，追従することができず，ボールを見つけられないこ
ともあった．

時々，友達がふざけて，Ａ児のボールを持って教室を逃
げ回ることがあったが，Ａ児はそのボールを求めて友達を
追うようになっていった．友達の存在を意識する場面で
あった．

風船を渡すと，投げ上げても落ちてくるスピードがゆっ
くりしているため，落ちてくるまで風船を追従することが
できるようになった．

時々，ボールや風船が棚の上に引っかかり落ちてこない
ことがあった．そのときは，そのままあきらめてしまい，
お気に入りの中庭に面したドアのところに座り込んでい

教師 「Ａ君，Ａ君」（Ａ君が教師を注視し，視線共有を促す）

Ａ君 （教師を見る）

教師 「ズボンを穿くよ」（Ａ君がズボンを注視するように促す）

Ａ君 （ズボンを見る）

教師 （足元にズボンを持っていき，ズボンに通す足をトントンとたたく）

Ａ君 （足を上げ，ズボンに片足ずつ通す）

表５　ズボンを穿く場面のフォーマット
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た．
〇　登校時の母親支援

入学してから数週間経ったが，登校時に母親がＡ児に話
し掛けることが一度もなかった．家庭訪問の際，母親から，

「Ａは私でなくてもどの大人でもいいみたい．私が母親と
分かっているのか」という話があった．この言葉からも，
母親はＡ児への愛情はあるものの，それをＡ児との生活を
通して実感するまでには至っていなかったことが推測され
た．

そのため，母親には，「朝，Ａ君と別れるときは，『タッ
チ』をして別れましょう．」と提案した．提案後は，毎朝，
Ａ君に「お母さんに『いってきます』と言うよ．タッチし
よう．」と促し，母親とタッチをして別れるようにした．
しかし，Ａ児から母親を注視することはなかった．

数日後，母親に「朝，家庭で，Ａ君と『おはよう』の挨
拶はしていますか．」と尋ねたところ，していないとの返
事であった．そのため，「毎朝，Ａ君が起きたら，『おはよ
う』と言ってタッチをしてください．」とお願いをした．
Ａ児にタッチが挨拶のサインであることを意識させていき
ましょうと伝え，家庭でもタッチを続けていくことを確認
した．

また，靴箱でシューズを履く際は，ズボンを穿く要領と
同様に，「名前を呼ぶこと（大人との視線共有を促すこと）」

「シューズを提示すること（物への注視を促すこと）」「自
分からシューズに足を通そうとする動作を促すこと」など
フォーマット化したかかわりをしていることを説明し，で
きれば家庭でも話し掛けながら靴を履かせるようにお願い
した．

家庭で，Ａ児にとって「靴を履く」ことは「学校に行く」
ことと理解されたようで，母親から，「最近は，朝食を食
べ終わったら玄関に行って，自分で靴を履こうとしていま
す．学校が好きなんですね．」と報告があった．Ａ児なり
に「靴（物）」に対し意味づけをし始めていることが伺え

る出来事であった．

（２）第２期（９月～10月）
〇　衣服着脱の指導

ズボンを穿く前に，「Ａ君，Ａ君」と名前を呼ぶと，毎
回ではないものの，教師を注視するようになり，視線共有
が図れるようになっていった．その後，ズボンを提示しな
がら，「ズボンを穿くよ」と伝えることで，ズボンを注視
するようになった．また，ズボンを穿くときに，「Ａ君，
足を上げるよ」と言い，足をトントンとたたくことで，自
発的に足を上げズボンを穿こうとするようになった．その
後，両足を入れた後にＡ児を立たせ，ズボンの上の部分を
持たせるように促していった．最初の頃は，自分から持と
うとはしなかったが，次第に持つようになり，回を重ねる
ことで，太ももの辺りまで引き上げることができるように
なった．
〇　自由遊び

手にしたボールを投げると，教室の窓から廊下へと飛び
出す面白さが分かるようになり，自分で開いている窓から
廊下へとボールを投げて遊ぶようになった．ボールが廊下
へ飛び出すと，自分で廊下まで出て行き，持って帰ると，
またその遊びを続けるという目的をもった一人遊びが続く
ようになった．また，黒板に貼ってある写真カードに，投
げたボールが当たると，写真カードが落ちるといった遊び
を発見し，全ての写真カードが落ちるまで投げて楽しむよ
うにもなった．

遊んでいたとき，ボールや風船が棚に引っかかってしま
うと，今まではあきらめていたが，この時期から，棚に足
を乗せてどうにか自分で取ろうとする様子が見られるよう
になった．取れないときは，「あい！」といって怒るしぐ
さをするようにもなった．そのため，教師が，椅子や机を
持ってきて，その上に乗って取ることを提示することで，
そのやり方を覚え，自分で椅子や机に乗り，ボールや風船

表６　ボールでのやりとり遊びの場面のフォーマット

教師 「Ａ君，Ａ君」（Ａ君が教師を注視し，視線共有を促す）

Ａ君 （教師を見る）

教師 「いくよ」（Ａ君がボールを注視するように促す）

Ａ君 （ボールを見る）

教師 「ころころ」（ボールをゆっくりと転がし，Ａ君の足の間に入れる）

Ａ君 （転がってきたボールを掴む）

教師 「上手」

教師 「Ａ君，ちょうだい」（手を広げる）

Ａ君 （ボールを教師に向けて転がす）

教師 「ころころ」（転がっている様子を言語化する）

教師 「ここまできたよ」（ボールを掴んで，Ａ君に提示する）
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を取るようになっていった．
いつものように，お気に入りの中庭に面したドアのとこ

ろに座り込んでいたＡ児に対し，２ｍぐらいの距離をおい
て教師が座り，ボールを転がし，Ａ児の広げた足の間にい
くようにした．転がってきたボールをＡ児が掴んだところ
で，教師が「Ａ君，ちょうだい」と言葉を掛け，手を広げ
たところ，Ａ児が教師に向けてボールを転がして返すよう
になった．その後，ボールのやりとりが続くようになった
ため，表６のようなフォーマット化したボールでのやりと
り遊びを続けることとした．繰り返して遊ぶうちに，教師
がボールを転がす前に，「Ａ君，Ａ君」と名前を呼ぶと，
教師を注視し，視線共有が図れるようになった．その後，
ボールを提示し，転がすことで，足元に届くまでボールを
注視することができるようになり，ボールを掴んだ後は，

「あああ」と笑い声を上げるようになった．
また，風船遊びでは，数回上の方に手で打ち上げるのと

同時に「あい！」と声を上げて楽しむようになった．落ち
そうになったボールを教師が代わりに打つと，「あああ」
と声を上げて笑ったり，その後，自分に返ってきた風船を
教師のほうに打ち返したりするようになってきた．教師と
の風船を通したやりとり遊びが成立し始めるようになっ
た．
〇　登校時の母親支援

この時期から，Ａ児と母親がタッチをする際，母親に，
「Ａ君と目を合わせ，目が合ったらタッチをしてください」
と伝えるようにした．母親は，「Ａ，Ａ」と何度も名前を
呼ぶが，なかなかＡ児から母親を見ようとはしなかった．
そのため，母親は大きな声を出したり，Ａ児の顔の向いて
いる方へ自分の顔を寄せたりしてどうにか視線共有を図ろ
うとしていたが，なかなかＡ児からの注視を促すことはで
きなかった．そのため，教師が母親に，「私とＡ君の様子
を見ていてください」と伝え，教師がＡ児の名前を呼び，
Ａ児と視線共有を図る場面を見てもらった．母親には，教
師とＡ児の視線共有の様子を見てもらうことで，母親にも
Ａ児と視線共有を図るコツを体得してもらうように促して
いった．それから，母親は家庭でも父親と協力し，「タッ
チのときは，Ａと目が合ってからする」を意識して実践し
ていった．母親からは，「Ａがなかなか私を見ないことに
気が付きました」という言葉や，「今日の朝は目が合いま
した」といった言葉が聞かれるようになった．学校の登校
時も，母親は自分からどうにかＡ児と視線共有を図ろうと
するようになった．しかし，「Ａ，Ａ」と大きめな声で呼
んだり，Ａ児の腕をつかんでゆすったりしてやっと視線共
有が図られているという状態であった．Ａ児から母親を注
視したくなる環境を設定するまでには至らなかった．

（３）第３期（11月～翌年１月）
〇　衣服着脱の指導

ズボンを穿く際，「Ａ君」と名前を呼ぶと，比較的簡単
に視線共有が図られるようになった．また，教師を注視し
た後，椅子から立ち上がって，笑い声を上げ教師に抱きつ
くといったスキンシップ遊びを自分から求めるようになっ
た．ズボンを提示すると，ズボンを注視する回数も増えて
いった．ズボンを穿く際も，指で足をチョンチョンとつつ
く程度で自分から足を上げるようになった．また，「立っ
て」とサインと同時に言葉掛けを行うと，自分で立ち，ズ
ボンの上のほうを持たせると，お腹のところまで引き上げ
るようになった．また，後ろに手を回してあげると，ズボ
ンの後ろの部分を持ち，お尻の上まで引っ張り上げること
ができるようになった．
〇　自由遊び

一人で風船遊びをしている際，教師が椅子に座っている
と，風船を持って教師のところにやってきて，教師の顔を
覗き込み，視線共有が図られると笑顔になる行動が見られ
るようになった．この行動は，教師に「一緒に遊ぼう」と
いうものであると解釈した．その後，何度もこの行動が見
られるようになった．一緒に風船遊びをし，風船を打った
ときのＡ児の「あい！」という音声を教師がモニタリング

（子どもの音声を模倣すること）し，「あい！」と言い返す
と「ああ」と声を上げて笑い，風船を介したやりとりを楽
しむようになっていった．また，Ａ児が風船を打つ際に，
教師がどこにいるか見て確認し，それから教師のいる方向
へ打つようになっていった．

また，この頃から，教師に取ってほしいものがあると，
クレーン現象によりその物へ教師の手を伸ばし，取ること
を求めるようになった．

さらに，写真カードを使った意思表示ができるように
なった．これまでは，教師が「トランポリンをするよ．日
生棟（Ｂ特別支援学校内の建物）に行くよ．」と言い，Ａ
児に日生棟の写真カードを提示していた．しかし，この時
期から，黒板に貼ってある日生棟の写真カードを取って，
自分から教師の手の平に置くようになった．これは，Ａ児
の「日生棟に行きたい．トランポリンをしたい．」という
表現となり定着していった．
〇　登校時の母親支援

この時期から，Ａ児に対する母親の言葉掛けに変化が見
られるようになった．Ａ児と視線共有を図る際，名前を大
きな声で呼ぶのではなく，「Ａ，学校だよ．学校好きだも
んね．楽しんでおいでね．」と言いタッチをするようになっ
た．以前にはなかった「Ａ児の気持ちをパラレルトークす
る」といった様子が見られるようになった．Ａ児とかかわ
るときに，母親の笑顔が増えていった．
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教育懇談の際，「入学するまで，いろんなことがＡには
まだ早いと思っていました．でも，先生から言われ，やっ
てみると，Ａがどんどん成長していくのが分かりました．
もっと早くやっておけば良かったです．」といった趣旨の
言葉を聞くことができた．

４．考察
本研究は，視線共有を促す指導により，前言語期段階に

あるダウン症児は，どのように二項関係から三項関係へと
発達していくのかを検討した．

（１）二項関係を育むもの
Ａ児は，要求伝達系，相互伝達系ともに，Ⅱ段階に入り

かけているレベルではないかと推測し，指導を開始した．
物や人へ多少なりとも関心を示し，二項関係の段階ではあ
るが，Ａ児は自発的に大人を注視することが少ないレベル
であった．例えば，要求伝達系のⅡ伝達対象物の明確化の
段階ではあるが，自発的に物には手を伸ばす（ボールに掴
むなど）ものの，大人が「ボールで遊ぶんだね」と言葉を
掛けても「通じ合っている」という実感がもてず，一緒に
同じ空間にいても共感し合っているとはいえない段階で
あった．また，相互伝達系のⅡ自発的働きかけの発生の段
階とは見立てたが，Ａ児から積極的に大人にかかわろうと
する場面はほとんど見られなかった．その大きな要因は，
視線共有の未発達にあると考えた．二項関係の初期の段階
には，持続的な視線の一致が重要とされている．しかし，
Ａ児は，物や人を持続的に見ることが難しく，未だその段
階へと達しているとはいえなかった．視線共有は，その奥
にある情動の共有にまでつながるものである．視線共有を
促すことで，情動の共有も育まれ，それが三項関係の基盤
となる．

本研究では，衣服着脱の場面から，視線共有を促して
いった．指導を通して，「人を注視する」力や「物を注視
する」力を育んでいったが，Ａ児が自発的に人や物を注視
するように至った要因はどのようなものであろうか．その
大きな要因としては，大人のかかわる際の意識した働きか
けであると考えられる．森田（2004）は，子どもに大人が
積極的に働きかけることで，子どもは洗練された情動調整
の方法を使用していくことを示唆した．大人が，Ａ児と

「どうにかかかわりたい」と意識しながら働きかけ，視線
共有が成立していく過程は，大人の足場作りといえる．そ
の足場づくりの中で，Ａ児は大人を注視することを体得し
ていったのではないだろうか．大人を注視するということ
は，並行して情動の共有をも体得していったといえるので
はないだろうか．それが，物を注視する力にもつながって
いったのではないかと推測することができる．

（２）三項関係へと導くもの
大人が提示したズボンを注視したり，教師が転がした

ボールを注視したりする力を育んでいるものは何であろう
か．それは，ズボンを持っていたり，ボールを転がしたり
している大人の存在であると考えられる．Ａ児は，物を介
して大人の存在を実感していったといえよう．

共同注意は，生後９か月以降に獲得されるものである．
共同注意とは，「子どもと大人が，注意の対象を共有し，
さらに，お互いがそのことを知っていて，情動を共有する」

（徳永，2009）ことである．三項関係と共同注意とは，密
接な関係があるが，Ａ児は，その共同注意の基盤となるも
のを体得していったといえよう．「大人とボールを転がす
遊び」や「大人と風船を打ち合う遊び」ができるまでに
至ったのは，その基盤をＡ児が体得しつつあるからだとい
える．特に，Ａ児が風船を打つ前に，大人の存在を確認す
るのは，その表れといえる．

また，写真カードを大人に渡し，行きたいという気持ち
を伝えるということからも，相互伝達系の発達が，要求伝
達系へと影響を与え始めていることが伺える．これらは相
互に作用しながら，基盤づくりに関与しているといえよ
う．

本研究では，二項関係から三項関係に至るＡ児の視線の
動きを，①「人を注視する」→②「物を注視する」の順番
に指導し，体得させていった．「人を注視する」は，「やり
とりをする人の存在に気付く」ことであり，「物を注視す
る」は，「物を持っている（転がしている，打っている）
人に気付く」ことでもある．学童期になるまで，視線共有
が未発達なダウン症児には，より視線共有の体得の指導が
不可欠である．本研究を通し，ダウン症児の視線の動きを
指導することで，三項関係へとスムーズに導くことができ
る視線共有の仕方が体得されていくのではないかと推測す
ることができる．

（３）母親支援につなげるには
学童期まで，Ａ児の視線共有の未発達があるということ

は，母親もＡ児と視線共有ができずに悩んでいるともいえ
る．そのためにも，まずは，Ａ児との視線共有の仕方を体
得させていくことが重要である．本研究では，登校時に母
親とＡ児のかかわる場面を設定することができ，その積み
重ねにより，母親にもよりよいかかわり方を体得させるこ
とへとつながっていった．入学当時，「私が母親と分かっ
ているのか」とつぶやくことがあったが，第３期には，

「もっと早くやっておけばよかったです」という言葉へと
変化していった．この言葉の裏には，母親なりに視線共有
の仕方を体得しつつあるいう思いが含まれているのであろ
う．つまり，視線共有とともに，Ａ児との情動の共有が図
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られ始めているのだということでもあると推測することが
できる．それが，Ａ児の気持ちをパラレルトークするなど
の表現へとつながっていったと考えられる．母親は，子ど
もの足場づくりを行えるようになりつつあるが，そのきっ
かけは，Ａ児自身の成長であり，両者の相互作用によって，
もたらされたものであろう．

５．今後の課題
本研究は，視線共有を促す指導により，前言語期段階に

あるダウン症児は，どのように二項関係から三項関係へと
発達していくのかを検討した．

本研究の事例児は，未だ共同注意の獲得までには至って
いない．今後，どういう過程を経ながら共同注意を獲得し
ていくのか，指導と関連付けながら研究を続けていく必要
がある．特に，持続的な注視に未だ課題があることからも，
情動の共有が十分にはなされてはいないことが伺え，今後
の研究の余地がある．

また，本来，ダウン症児は，相互伝達系に比べ，要求発
達系の発達が遅れるといわれている．本事例児は，その両
方ともに遅れが見られ，相互発達系が優れている子どもが
すでに体得している視線共有以前の「人や物を注視する」
段階からの指導という特異な事例であった．しかし，この
ような事例は多く存在すると考えられ，今後，事例の特性
に合った指導が必要であると考えられる．本研究は，視線
共有に至る前段階での，「注視する」視線の動きを体得さ
せる指導を中心に行った．今後，ダウン症児の特性に応じ，
どのような指導が最も効果的であるかを考えていく必要が
ある．

付記
本研究は，筆者が「平成26年度鹿児島県特別支援学校教

育論文集第５集」に投稿した論文を加筆・修正したもので
ある．
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